
ブレーキ付
ロッドレスシリンダ

動いて動いて動いて

測れる

ML2B Series

ハイロッドレスものさしくん

ø25, ø32, ø40

1105

RoHS
CEP1

CE1

CE2

ML2B

D-�

-X�

ML2B



ハイロッドレスものさしくん
メカジョイント式ロッドレスシリンダにブレーキ機構とストロークセンサを組み込んだ
シリンダ

自由度の高い配管ポートバリエーション
集中配管形（駆動用エア）

側面側配管
（スピードコントローラの
エルボタイプ使用）

側面側配管
（スピードコントローラの
ストレートタイプ使用）

正面側配管
（スピードコントローラの
ストレートタイプ使用）

正面側配管
（スピードコントローラの
エルボタイプ使用）

底面側配管

配管チューブ

Ｏリング

優れた設置性・省スペース

上面からの取付

下面からの取付

ブレーキ機構

ロッドレスシリンダ

スプリング、空気圧併用
ロック方式を採用
空気圧力の低下時や圧縮空気ストップ 時にスプリング
ロックによりスライダを保持できます。

手動による
マニュアル開放が可能

シリンダ部に負担がかからない
ブレーキ構造
ブレーキシューにスプリング力がダイレクトに作用しブレーキ板
の左右をはさみ込む構造ですのでシリンダ部に負担がかからない
ため、シリンダの性能を損なわずにスライダを停止させることが
できます。

両方向のロックが可能
シリンダストロークの往復いずれもロックが可能です。

ブレーキホルダ

ブレーキ
スプリング

ダイヤフラム

ブレーキシュー 2

スライダ

ブレーキ
作動ポート

ブレーキ
開放ポート

ブレーキシュー 1

ブレーキ板
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MULTI COUNTER:CEU5  
A COM COM COMB DC12V GND F.G. R.S. HOLD BANK1 BANK2

COM S.STOPOUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5AC100~240V

COUNT PRESET FUNC.

SD SGRD RS-232C

UP

LEFT RIGHT

DOWN

SEL. SETMODE

ø25, ø32, ø40

ショックアブソーバ・ストッパボルトを一体化
ストローク調整ユニット
ストローク調整が可能です。
ショックアブソーバは無調整でエネルギーを吸収できます。

【マルチカウンタ：CEU5シリーズ】

外部機器
（PLCなど）

ブレーキ弁 駆動弁

カウンタ
 (CEU5)

ハイロッドレスものさしくん 延長ケーブル

計測機能 分解能0.1mm／パルス
スケール板と本体内蔵の検出ヘッドにて
測ります。

ものさしくんの変位と出力パルスの関係

シリンダ移動方向反転

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

0 1 2 3 4 3 2 1

シリンダ変位mm

A相出力パルス

B相出力パルス

カウンタ値

ML2B Series
システム構成

ハイロッドレスものさしくん＋カウンタ
ストローク途中でスライダを待機させる計測システム
 に適しています。

(ML2B□) (CE1-R□□)

オートスイッチが
本体内スペースに収まる
省スペース設計

外部からのゴミ侵入防止機構
移動子下側に装着し、ゴミの侵入を防止
する特殊リップ形状のサイドスクレーパ

軸受
（樹脂） サイドスクレーパ

（樹脂）

オートスイッチ

移動子
（スライドテーブル）

磁石
（オートスイッチ用）
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最大積載質量、許容モーメントはワーク取付方法、シリンダ取付姿勢お
よびピストン速度によって異なります。
使用可否の判定は使用条件に対応するグラフの使用限界値により行いま
すが、各質量、モーメントの負荷率（αn）の総和（Σαn）が1を超えないよ
うにしてください。また位置決めとしてご使用される場合には最大速度
500mm/s以下としてください。
詳細につきましては「ブレーキ位置決めシステム取扱説明書（ロッドレス
タイプ）」または「ハイロッドレスものさしくん取扱説明書」をご参照くだ
さい。

機種選定方法

積載質量（kg）

W4
W3W2

W1

型式
ML2B25
ML2B32
ML2B40

W1

20.4
30.6
51.0

W2

4.8
6.5
8.1

W3

  4.4
  7.3
11.5

W4

10.2
15.3
25.5

最大積載質量(kg)

型式

ML2B25
ML2B32
ML2B40

ピッチモーメント
M1/ M1e

10
20
40

許容モーメント (N・m)
ロールモーメント

M2

1.2
2.4
4.8

ヨーモーメント
M3/ M3e

  3.0
  6.0
12　

静的モーメント

L1

M1

W1

L3

M1

W4

L2

M2

W1

L3

M2

W3

L2

M3

W4

■ピッチモーメント

　M1=W1×L1

■ロールモーメント

　M2=W3×L3

■ヨーモーメント

　M3=W4×L2

シリンダが停止している状態でもワーク自重により発生するモーメント

シリンダに対する各方向のモーメント
および、積載質量の負荷率の合計は

「1」以内ですか？
（機種選定方法 P.1108、1109参照）

運動エネルギーは許容運動エネルギー
内ですか？

（機種選定方法 P.1110参照）

水、油、クーラント、バリ、粉などがかかりますか？
（取扱い上のご注意P.1110、1111参照）

磁界の影響はありますか？
（取扱い上のご注意P.1110、1111参照）

ノイズの影響はありますか？
（取扱い上のご注意P.1110、1111参照）

使用上特に問題ありません。

14.5mT以下で
ご使用できますか？

カバーなどによるシリンダ
の保護対策ができますか？

ミスカウントの原因となります
のでご使用できません。

ノイズフィルタを設置してください。

ガ
イ
ド

な
し
の
場
合

ガ
イ
ド

あ
り
の
場
合

YES
NO

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

START

ML2Bシリーズをご使用になる前に

ハイロッドレスものさしくんは方向切換弁、ブレーキ弁と組合わせること
により任意の位置で停止することができます。

M1=W4×L3
M2=W1×L2

負荷率が「1」以下になるよ
うにシリンダサイズを選定
してください。

許容運動エネルギー内にな
るようシリンダサイズを選
定してください。

シリンダの取付姿勢に応じたエア
バランスを取れますか？

エアバランスが取れないとブレ
ーキ部に過度の負担がかかりま
すので、ご使用できません。

センサの故障およびエア漏れの
原因となりますのでご使用でき
ません。

取付位置が水平壁取付の場合
負荷率の値にかかわらずガイド
を用いてください。

※液体（水、油、クーラント等）の降りかかる環境下では使用できません。

使用確認チェックフロー

積載質量

モーメント
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負荷率の総和  Σαn＝ ――――――――― ＋ ――――――――――― ＋ ―――――――――――― ≦ 1
積載質量［kg］

最大積載質量［W max］

静的モーメント［M］  

許容静的モーメント［M max］

動的モーメント［Me］   

許容動的モーメント［Me max］

W max,M max,Me maxの各値は下記グラフより求めます。

最大積載質量・許容モーメント（外部ガイドを使用されない場合）

動的モーメント

M1e

We

L3

M3e

We

L2

■ピッチモーメント

　　　　　　　  1　
M1e=We×L3×――
　　　　　　　  3

■ヨーモーメント

　　　　　　　  1　
M3e=We×L2×――
　　　　　　　  3

ストロークエンドで衝突相当荷重により発生するモーメント

■参考計算式［衝突時の動的モーメント］
　ストッパ衝突時での衝撃を考慮した動的モーメントは、下記のような計算にて
　ご検討ください。

　m ：負荷質量(kg)
　F ：荷重(N)
　FE ：衝突相当荷重（ストッパ衝突時）(N)
　υa ：平均速度(mm/s)
　M ：静的モーメント(N・m)
　　　　　　　　　　　　　　   1.4
　υ＝1.4υa(mm/s)　　　FE＝――――υa・g・m
 　　　　　　　　　　　　　　  100

　　　　  1（注1） 

　∴ME＝ ――・FE・L1 ＝0.05υa m L1(N・m)
　　　　  3

（注1）平均荷重係数（=―）：本係数は、ストッパ衝突時
最大負荷モーメントを、寿命計算上、平均化する
ためのものです。

υ ：衝突速度(mm/s)
L1 ：荷重重心までの距離(m)
ME ：動的モーメント(N・m)
g ：重力加速度(9.8m/s2)

FE

ME

m

L1

υa
衝突時：＝1.4・υa

ML2B ／ W3

ピストン速度　mm/s

積
載

質
量

　
kg

ML2B40ML2B40
ML2B32ML2B32

ML2B25ML2B25

100

1

2

3
4
5

10

200 300400500 10001500

ML2B ／ W2

ピストン速度　mm/s

積
載

質
量

　
kg

100 200 300400500 10001500

1

2

3
4
5

10

ML2B40ML2B40
ML2B32ML2B32
ML2B25ML2B25

0.5
0.4
0.3

0.2

0.1

0.5
0.4
0.3

0.2

0.1 0.1

ML2B ／ W1

ピストン速度　mm/s

 積
載

質
量

　
kg

100 200 300 400 500 1000 1500

5

10

50

ML2B40ML2B40
ML2B32ML2B32

ML2B25ML2B25

1

0.5

ML2B ／ W4

ピストン速度　mm/s

積
載

質
量

　
kg

ML2B40ML2B40
ML2B32ML2B32
ML2B25ML2B25

100 200 300 400 500 1000 1500

5
4
3

2

1

10

20

30

ML2B ／ M1（ピッチモーメント）

ピストン速度　mm/s

モ
ー

メ
ン

ト
　

N・
m

40

20

0.5
0.4
0.3

0.2

0.1

10

100 200 300 400500 10001500

ML2B40ML2B40

ML2B32ML2B32

ML2B25ML2B25

ML2B ／ M2（ロールモーメント）

ピストン速度　mm/s

モ
ー

メ
ン

ト
　

N・
m

0.05

100

0.1

0.2

0.3
0.4
0.5

200 300400500 10001500

ML2B40ML2B40

ML2B32ML2B32

ML2B25ML2B25

0.05

0.1

0.2
0.3
0.4
0.5

10

20

ML2B ／ M3（ヨーモーメント）

ピストン速度　mm/s

モ
ー

メ
ン

ト
　

N・
m

100 200 300400500 10001500

ML2B40ML2B40

ML2B32ML2B32

ML2B25ML2B25

5
4
3

2

1

5
4
3

2

1

5
4
3

2

1

1
3

ハイロッドレスものさしくん ML2B Series
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空気圧回路設計時

w使用駆動用電磁弁、ブレーキ用電磁弁

q使用空気圧回路

[水平、横取付]

[垂直取付]

e配管について
シリンダと駆動用電磁弁の配管距離は位置決め
精度向上のため50cm以内にしてください。ま
たシリンダとブレーキ用電磁弁の配管距離も可
能な限り短くしてください。ブレーキを使用す
るシステムの場合、ブレーキ用電磁弁とスライ
ダとの配管距離は1m以内にしてください。ブ
レーキ用電磁弁とシリンダの配管距離が長くな
りますと、シリンダの位置を保持する際や非常
停止時シリンダのブレーキ動作に遅れが生じた
り、ブレーキ解除時シリンダが飛び出す場合が
あります。

rエアバランスについて
上記空気圧回路は両回路とも、中間停止した状
態でシリンダピストン両側に加圧することによ
り、エアバランスをとっています。垂直取付の
場合、減圧弁qによって、上側圧力を減圧して
荷重のバランスをとります。エアバランスがと
られていないと、中間停止状態から次の動作時
に飛びだしが発生したり、逆作動してからの作
動になり、精度劣化の原因となりますので、ご
注意ください。

t供給圧について
ブ レーキ 開 放 ポ ー ト へ の 供 給 圧 力 は0.3～
0.5MPaに 設 定 し て く だ さ い。供 給 圧 力 が
0.3MPa以下ですとブレーキが解除できない場
合があり、0.5MPa以上ですとブレーキの寿命
が短くなります。ライン圧を直接、供給圧とし
て使用しますと、圧力変動がそのままシリンダ
の特性変化として表れますので、必ず一度減圧
弁を通し駆動用電磁弁、ブレーキ用電磁弁の供
給圧力としてください。一度に多数のシリンダ
を駆動させる場合には、流量特性の大きな減圧
弁を用い、エアタンクの設置についても検討し
てください。

許容運動エネルギー（外部ガイドを使用する場合）機種選定方法

許容運動エネルギー

■ピストン速度は、ロック直前では平均速度
を上回ります。負荷の運動エネルギーを求
める時のピストン速度は、平均速度の1.4
倍にしてください。

■各チューブ内径に対する速度と負荷の関係
は右図の通りです。線より下の範囲でご使
用ください。

■ロック時には、負荷の運動エネルギーに加
えて、シリンダ自身の推力もロック機構は
吸収しなければなりません。従って、ブレ
ーキ力を確保するために、許容運動エネル
ギー以内であっても、負荷の大きさには上
限があります。水平取付では（実線）、垂直
取付では（点線）より下でご使用ください。

ピストン速度　mm/s

積
載

質
量

　
kg

ML2B40ML2B40
ML2B32ML2B32
ML2B25ML2B25

100 200 10001500

50

300400500

10

5

0.5

水平・横取付
垂直取付

ガイド系

ワーク

ML2Bシリーズ

W

形式
許容運動エネルギー J

ML2B25
0.43

ML2B32
0.68

ML2B40
1.21

A方向
B方向
停止

SOL.1
ON
OFF
OFF

SOL.2
OFF
ON
OFF

SOL.3
ON
ON
OFF

取扱技術資料

■位置決めシステムの詳細につきましては「ブレーキ位置決めシステム取扱説明書（ロッドレスタイ
プ）」を必ずご参照ください。

■シリンダの詳細につきましては「ハイロッドレスものさしくん取扱説明書」をご参照ください。

駆動用電磁弁
ブレーキ用電磁弁
減圧弁

水平・横取付
VFS25□0

垂直取付
VFS24□0R

VFS21□0
AR425

配管
サイズ

ML2B25・32
ML2B40

内径ø4以上
内径ø5以上

取扱い上のご注意

ML2Bシリーズをご使用になる前に
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q位置検出センサについて
　ハイロッドレスものさしくんの位置検出セン
　サには、磁気方式のセンサを採用しています。
　このためセンサの周囲に強力な磁界がありま
　すと、 誤動作の原因になります。
　外部磁界は14.5mT以下でご使用ください。

　センサユニットに、水や油等がかかりますと
　故障の原因になります。水や油等がかからな
　いようにしてお使いください。

qハイロッドレスものさしくんは、許容範囲内
で直接荷重をかけて使用することができます
が外部に支持機構を持つ負荷との接続には、
十分な芯出し作業が必要です。ストロークが
長くなる程、軸芯の変化量が大きくなります
のでズレ量を吸収できるようにフローティン
グ機構を設けてください。無給油で使用可能
ですが、給油する場合にはタービン油1種

（ISOVG32）をご使用ください。（マシン油、
スピンドル油は不可）

w切粉、粉塵（紙粉、糸くず等）および切削油（軽
油、水等）のかかる雰囲気でのご使用時は、
カバー等の対策を施してください。

e軸受摺動部およびダストシールバンドへの定
期的なグリース塗布を行うことにより、さら
に寿命の向上が望めますのでお勧めします。

rブレーキ板、スケール板へ荷重または外力が
加わり変形してしまうと作動不良の原因にな
ります。ブレーキ板、スケール板には荷重や
外力を与えないでください。
ブレーキ板、スケール板はあらかじめ調整さ
れていますので通常の使用状態で再調整が必
要になることはありません。従って調整部の
設定を不用意に動かさないようにしてくださ
い。

qシリンダストローク端での位置決めについて
シリンダストローク端での位置決めは、クッ
ションの影響によりシリンダの速度変動が大
きく、停止精度が安定しません。このため位
置決め位置をクッションストローク内へ設定
しないよう設計してください。（クッション
ストローク表参照）

wカウンタを使用したシステムの場合
カウンタの応答速度は、一般に計数速度と呼
ばれています。カウンタの計数速度よりもハ
イロッドレスものさしくんのシリンダ速度が
速くなるとカウンタは読み飛ばしをおこしミ
スカウントします。

CEU5をご使用ください。
シリンダ速度 ＜ カウンタの計数速度

（シリンダ速度500mm/sは、カウンタの計
数速度5kcpsに相当します。）

eハイロッドレスものさしくんが出・戻り端ま
たは他の要因で、飛出しやバウンドが発生し
ていると一時的にシリンダ速度が高速とな
り、カウンタの計数速度または位置検出セン
サの応答速度を越える可能性があり、ミスカ
ウントの原因となります。

溶接機

18cm

18cm
18cm

使用範囲

14.5mTの磁界とは、ほぼ15.000アン
ペアの溶接電流を使用する溶接部から半
径約18cmの距離の磁界に相当します。
これ以上の磁界で使用される場合はセン
サ部を磁性材料で覆いシールド対策を行
って使用してください。

注1）集中配管形では上記6面の集中配管面を選択することができます。
注2）配管面番号q、w、r、tにはSMCワンタッチスピードコントロー

ラの直接取付が可能です。
注3）CEU5と接続した場合。

配管面番号
ヘッドカバー種類

配管面

作動方向
左
右

q

正面
A
B

w

ヘッドカバー WL
側面
C
D

e

底面
E
F

r

正面
G
H

t

ヘッドカバー WR
側面
1
J

y

底面
K
L

wノイズ
ハイロッドレスものさしくんをモータや溶接
機など、ノイズが発生する物の近くで使用す
る場合、ノイズによりミスカウントする場合
がありますので極力ノイズの発生を抑え、配
線は動力線と分離して配線してください。
ハイロッドレスものさしくんの最大伝送距離
は20mです。これを越えないよう配線長さに
は十分注意してください。

e取付けについて
取付け時には接続配管を十分にフラッシング
して、シリンダ内部にゴミや切粉が入らない
ようにしてください。
シリンダチューブ外周面に傷や打痕をつけな
いようにご注意ください。軸受、スクレーパ
の損傷を招き、作動不良の原因となります。
移動子は樹脂製の軸受で支持されていますの
でワーク取付の際、強い衝撃や過大なモーメ
ントを与えないようご注意ください。

r配管について
ヘッドカバーの配管接続は、状況に応じて自
由に選択できます。
底面側配管は、配管が本体取付面上へ出ない
ベース配管ができますので、高密度設計の装
置・機械への取付に効果的です。

（下図：配管ポートバリエーション参照）

配管ポートバリエーション

＜向正面＞ ＜側面＞ ＜正面＞ ＜側面＞ ＜向正面＞

＜裏面＞

左
＋

右
－

駆動方向

ヘッドカバー WL ヘッドカバー WR

ブレーキ開放ポート
ブレーキ作動ポート

1J
G
H

L

K

A
B

M N

F

E

CD

取付時

取扱い

使用時

運転時

ハイロッドレスものさしくん ML2B Series

qシリンダ内が負圧になるような動作は行
わないでください。
外力、慣性力等により、シリンダ内に負圧

が発生する使用状態においては、シールベ
ルトの離脱によりエア漏れが発生する場合
がありますのでご注意ください。

カウント方向注3）

1111

CEP1

CE1

CE2

ML2B

D-�

-X�

ML2B



1112



25
32
40

25mm
32mm
40mm

シリンダチューブ内径 

シリンダストローク　

基本形

無記号
S
B

ブレーキ・スケール付
スケール付（ブレーキなし）
ブレーキ付（スケールなし）

制御形式

ストローク調整ユニット記号
ストローク調整ユニットにつきましてはP.1114をご参照ください。

無記号
S
n

2ケ付
1ケ付
nケ付

オートスイッチ追記号

ML2B  25           500    L             

チューブ内径
（mm）

標準ストローク
（mm）

1～2000

※オートスイッチの品番につきましては、下
表よりご選定ください。

※1ストロークから1mm刻みにて、最
大2000mmまで製作可能。
ただし、49mmストローク以下では
エアクッションの能力低下およびオ
ートSWの複数取付不可となる場合
がありますのでご注意ください。

オートスイッチ
無記号 オートスイッチなし（磁石内蔵）

Y7BW

適用カウンタ
CEU5シリーズ

※リード線長さ記号 0.5m……………無記号 （例）Y7BW
 　3m……………    L （例）Y7BWL
 　5m……………    Z （例）Y7BWZ

※◯印の無接点オートスイッチは受注生産となります。
※プリワイヤコネクタ付オートスイッチの詳細は、P.1410、1411をご参照ください。
※ノーマルクローズ（NC＝b接点）無接点オートスイッチ（D-Y7G, Y7H型）もありますので、詳細はP.1362をご参照ください。
※オートスイッチは、同梱出荷（未組付）となります。

特殊機能種類 リード線
取出し

表
示
灯

配線（出力）
負荷電圧

ACDC

オートスイッチ品番
リード線取出し方向

※リード線長さ(m)
0.5

（無記号）
3

（L）
5

（Z）

●

●
●

●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●
●
●
●
●

－

●
－

◯
◯
◯
◯
◯
◯

IC回路

IC回路

適用負荷
縦取出し 横取出し

－

－

－
診断表示（2色表示）

有

有

グロメット

グロメット

3線（NPN）

2線

2線

2線
3線

（NPN相当）

3線（PNP）

3線（NPN）
3線（PNP）

IC回路

IC回路

有
接
点

オ
ー
ト

ス
イ
ッ
チ

無
接
点

オ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ

プリワイヤ
コネクタ

－

－
－

◯
◯
◯
◯
◯
◯

－

リレー、
PLC

リレー、
PLC

－
－

24V 12V

5V

5V,12V

12V

12V

5V,12V

24V

－ － Z76

Z73

Y59A
Y7P

Y59B
Y7NW
Y7PW
Y7BW

－

Y69A
Y7PV
Y69B

Y7NWV
Y7PWV
Y7BWV

100V
Z80－－ 100V以下

－

－

適用オートスイッチ／オートスイッチ単体の詳細仕様はP.1341～1435をご参照ください。

型式表示方法

25
32
40

ハイロッドレスものさしくん

ø25, ø32, ø40
ML2B Series

RoHS
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シリンダ仕様

センサ仕様

ショックアブソーバ仕様

チューブ内径（mm）
使用流体

作動形式
シリンダ部
ブレーキ部

使用圧力範囲
シリンダ部
ブレーキ部

周囲温度および使用流体温度
使用ピストン速度
クッション
給油
ストローク長さ許容差（mm）

配管接続口径
正面・側面ポート
底面ポート

空気
複動形

スプリング・空気圧併用形
0.1～0.8MPa
0.3～0.5MPa

1.2MPa
0.75MPa

5～60℃(ただし凍結なきこと）
100～1500mm/s（位置決め時100～500mm/s）

両側エアクッション
無給油

0～＋1.8

ø5 ø6 ø8
Rc1/8 Rc1/4

最大伝送距離
位置検出方式
耐磁界
電源
消費電流
分解能
精度
出力形式
出力信号
絶縁抵抗
耐振動
耐衝撃
保護構造

延長ケーブル
（オプション）

20ｍ（当社製ケーブルおよび当社製コントローラまたはカウンタ使用時）
インクリメンタル方式

14.5mT
DC10.8～13.2V（電源リップル1％以下）

40mA
0.1mm/パルス

±0.2mm　注1）（20℃にて）
NPNオープンコレクタ（DC35V、80mA）

A相／ B 相位相差出力
DC500V、50MΩ以上（ケース、12E間）

33.3Hz、X、Y各方向2時間　Z方向4時間 JIS D1601に準ずる
30G  X、Y、Z各方向3回

IP50(IEC規格)

適応チューブ内径（mm）
ショックアブソーバ形式
最大吸収エネルギー（J）
吸収ストローク（mm）
最大衝突速度（mm/s）
最高使用頻度（cycle/min）

伸長時
圧縮時

バネ力（N）

使用温度範囲（℃）

25
RB1007

5.9
7

1500
70

4.22
6.86

32
RB1412

19.6
12

1500
45

6.86
15.98

40
RB1412

19.6
12

1500
45

6.86
15.98

5～60

5m、10m、15m、20m
ケーブル：ø7　6芯ツイストペアシールド線　耐油・耐熱・難燃ケーブル

25 32 40

保証耐圧力
シリンダ部
ブレーキ部

マルチカウンタにつきましてはCEP1シリ
ーズ、CE1シリーズと共通になります。詳
細につきましては、

　マルチカウンタ／ CEU5→P.1075

をご参照ください。

ストローク調整ユニット記号

左
側
ス
ト
ロ
ー
ク

調
整
ユ
ニ
ッ
ト

右側ストローク調整ユニット

ユニット
なし ショート

スペーサ付
ロング
スペーサ付

L：低荷重用ショックアブソーバ＋
アジャストボルト付

ユニットなし

ショートスペーサ付
ロングスペーサ付

L：低荷重用ショックアブソーバ＋
アジャストボルト付

無記号
LS
L6S
L7S

SL
L

L6L
L7L

SL6
LL6
L6

L7L6

SL7
LL7
L6L7

L7

ショックアブソーバ形式
ø25

RB1007
形式

ø32
RB1412

ø40
RB1412

ストローク調整ユニット仕様

ユニット記号
構成内容　ショックアブソーバ型式

中間固定用スペーサ別
ストローク調整範囲
（mm）

スペーサなし
ショートスペーサ付
ロングスペーサ付

適応シリンダサイズ（mm） 25
L

RB1007＋アジャストボルト付
0～－11.5

－11.5～－23
－23～－34.5

40
L

RB1412＋アジャストボルト付
0～－16

－16～－32
－32～－48

32
L

RB1412＋アジャストボルト付
0～－12

－12～－24
－24～－36

※ストローク調整範囲は、シリンダに取付けた時の片側の調整範囲です。
※ショックアブソーバの寿命は使用条件によりML2Bシリンダ本体とは異なります。交換の目安は個別注意事項欄を参照してください。

Lユニット
ロングスペーサ

L6L7装着例

ストローク調整ユニット装着図

左側

ポート ポート

Lユニット
ショートスペーサ

右側

スペーサ長さ

ストローク
調整ユニット

中間固定用
スペーサ

ML2B Series

注1）カウンタ（CEU5）でのデジタル誤差を含みます。なお装置に取付後の全体の精度は取付状態および環
境によって変化することがありますので、装置としてお客様にて校正をお願いします。

1114



25
32
40

490
804
1256

チューブ内径
（mm）

受圧面積
（mm2） 0.2

98
161
251

0.3
147
241
377

0.4
196
322
502

0.5
245
402
628

0.6
294
483
754

0.7
343
563
879

0.8
392
643
1005

使用圧力（MPa）

注）理論出力（N）=圧力（MPa）×受圧面積（mm2）となります。

25
32
40

チューブ内径
（mm）

基本質量

2.89
4.75
6.87

50ストローク
当りの割増質量
0.142
0.199
0.290

サイドサポート金具質量（1組当り）
Aタイプ
0.015
0.015
0.040

ストローク調整ユニット
質量（1ユニット当り）Bタイプ

0.016
0.016
0.041

0.10
0.21
0.32

単位：kg

単位：N

理論出力表

質量表

サイドサポートA
サイドサポートB

MY-S25A
MY-S25B

MY-S32A
MY-S32B

25 32 40
金具種類

サイドサポート型式
チューブ内径

（mm）

寸法等の詳細につきましては、P.1122をご参照ください。

オプション

ストローク調整ユニット型式

構成部品
MY-A25L2

（スペーサなし）
MY-A25L2-6

（ショートスペーサ付）
MY-A25L2-7

（ロングスペーサ付）
MY-A25L2-6N

（ショートスペーサのみ）

AMY L225 6N
ストローク調整ユニット

シリンダ
チューブ内径
25
32
40

25mm
32mm
40mm

ユニット品番

L1
L2

ストローク調整ユニット

Lユニット

記号 取付位置
左用
右用

中間固定用スペーサ
無記号 スペーサなし

スペーサ出荷形態
無記号

N
ユニット組込み
スペーサのみ

※スペーサは、ストローク調整ユニットをストロークの中間位置で
固定するための取付金具です。

※スペーサは2個セットでの出荷となります。

ショートスペーサ
ロングスペーサ ロングスペーサ

注）調整範囲の詳細につきましては、P.1114
をご参照ください。

ショートスペーサ

MY-A25L2-7N
（ロングスペーサのみ）

ショートスペーサ
ロングスペーサ

6□
7□

スペーサ長さ

ストローク調整ユニット 中間固定用スペーサ

ハイロッドレスものさしくん ML2B Series
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スプリング加圧併用ロックの保持力

停止精度について

ML2B＋PLCの場合
使用ピストン速度（mm/s）
停止精度（mm）

100
±0.5

300
±1.0

500
±2.0

800
±3.0

1000
±4.0

条件／駆動圧力：0.5MPa
　　　ブレーキ開放圧力：0.3MPa
　　　負荷率：25％
　　　（ブレーキ開放用電磁弁はシリンダに直結、

制御系のバラツキは含みません。）            

オーバーラン量について（ML2B＋PLCの場合）

条件／駆動圧力：0.5MPa
　　　ブレーキ開放圧力：0.3MPa
　　　取付姿勢：水平

ML2B40
ML2B40

ML2B32
ML2B32

ML2B25
ML2B25

加圧ロックポートに加える空気圧力  MPa

0.1 0.4 0.50.2 0.3

保
持

力
  

N

1000

2000

負
荷
率
50
％

無負
荷

500 1000

50

100

オ
ー

バ
ー

ラ
ン

量
　

m
m

停止直前のピストン速度　mm/s

0

START 停止信号 停止位置

空走距離 制動距離

停止距離

（オーバーラン）（走行）

チューブ内径 mm
保持力

25
245N

32
400N

40
628N

スプリングロックの保持力（最大静荷重）

注）保持力とは、無負荷の時にロック状態にし
てから、振動や衝撃をともなわない静荷重
を保持できる能力です。
従いまして、常時保持力の上限近くで使用
する場合は、下記の点に注意してください。

・保持力の80％以下となるようにチューブ内径
を選定してください。

・保持力を超えて、スリップさせた場合は、ブ
レーキシューがダメージをうけ、保持力が減
少したり、寿命が短くなる場合がありますの
でご注意ください。

ブレーキ作動図
ブレーキスプリングにより発生するスプリング力、およびブレーキ
作動ポートより供給された空気圧力は、ブレーキホルダに固定さ
れたブレーキシュー 1に作用し、両側のヘッドカバーに固定されブ
レーキ板をたわませ、ブレーキシュー 1とスライダ側に固定された
ブレーキシュー 2との間でブレーキ板をはさみ込みスライダの移動
を停止させます。

ブレーキ開放
ブレーキ開放ポートより供給された空気圧力は、ダイヤフラムに
作用しブレーキスプリング力を減退させ、ブレーキを解除します。

マニュアル開放用ボルト
ML2B25
ML2B32
ML2B40

M5×0.8 L=8
M6×1 L=10
M8×1.25 L=12

[ブレーキ開放]
qスライダ側面のブレーキ開放ポートより、ブレーキ開放圧力0.3

～0.5MPaを供給してください。
wスライダ側面にあるマニュアルポートに指定の六角穴付ボルト

をねじこんでください。
eブレーキ開放エアを排気してください。

[ブレーキ作動]
qスライダ側面のブレーキ開放ポートより、ブレーキ開放圧力0.3

～0.5MPaを供給してください。
wマニュアルポートにねじ込まれた六角穴付ボルトをはずしてく

ださい。
eブレーキ開放エアを排気してください。

ブレーキ
作動ポート

ブレーキ
開放ポート

シリンダを中間停止させる場合には下図のよう
に、停止信号を検知してから電磁弁が切替わり
ブレーキがきき始めるまでの間の「空走距離」と、
ブレーキがきき始めてスライダが停止するまで
の「制動距離」が発生します。

シリンダをPLCで中間停止させる場合、停止位
置にバラツキが生じます。停止位置のバラツキ
は、ピストン速度、負荷、配管条件および制御
方法等により変動します。下表に参考値を示し
ますので、目安としてください。

下記グラフにピストン速度とオーバーラン量の
参考値を示します。（オーバーラン量はピストン
速度、負荷、配管条件および制御方法等により
変動しますので、必ず実機での試運転で停止信
号位置等の調整を行ってください。）

ブレーキホルダ

ブレーキ
スプリング

ダイヤフラム

ブレーキシュー 2

スライダ

ブレーキ
作動ポート

ブレーキ
開放ポート

ブレーキシュー 1

ブレーキ板

注：六角穴付ボルトにはワッシャを
　　入れてからねじ込んでください。

ブレーキ能力

ブレーキ機構／作動原理 マニュアル操作手順

ML2B Series
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調整方法

〈ユニット本体の移動と固定〉
ユニット固定ボルト4本をゆるめることにより
ユニット本体を移動することができます。
任意の固定位置でユニット固定ボルト4本を均
等に締め付けることによりユニット本体の固定
ができます。ただし、衝突時のエネルギーの大
きさによっては、ずれが発生します。
-X416、-X417にて調整用ホルダー取付金具を
用意しておりますのでご使用をおすすめします。
それ以外のご希望長さにつきましては当社にご
確認ください。（ストローク調整ユニット固定ボ
ルト締付トルク参照）

〈アジャストボルトのストローク調整〉
アジャストボルト用のロックナットをゆるめ、
ロックプレート側より六角レンチにてストロー
ク調整後ロックナットにより固定します。

〈ショックアブソーバのストローク調整〉
ロックプレート固定ボルト2本をゆるめショッ
クアブソーバを回転させてストローク調整後、
ロックプレート固定ボルトを均等に締め付けシ
ョックアブソーバを固定します。尚この際、固定
ボルトを強く締め過ぎないようご注意ください。

（ストローク調整ユニットロックプレート固定ボ
ルト締付トルク参照）

（注記）
ロックプレート固定ボルトの締め付けによりロ
ックプレートに若干の曲がりが生じることがあ
りますが、ショックアブソーバおよび緩み止め
機能への支障はありません。

2000
1500

1000

500
400
300

200

100
20 30 4050 100 200 500

W2 max. W1 max.

積載荷重  N

ピ
ス

ト
ン

速
度

  
m

m
/s

ML2B40用 水平衝突：P＝0.5MPa時

W3 max.

エアクッション

2000
1500

1000

500
400
300

200

100
10 20 30 4050 100 200 300

W2 max. W1 max.

積載荷重  N

ピ
ス

ト
ン

速
度

  
m

m
/s

ML2B32用 水平衝突：P＝0.5MPa時

W3 max.

400500

エアクッション

2000
1500

1000

500
400
300

200

100
10 20 30 4050 100 200 300

W2 max. W1 max.

ピ
ス

ト
ン

速
度

  
m

m
/s

ML2B25用 水平衝突：P＝0.5MPa時

W3 max.

400

エアクッション

ストローク調整ユニット

クッションの選定 エアクッション・
ストローク調整ユニット吸収能力〈エアクッション〉

ハイロッドレスものさしくんにはエアクッショ
ンが標準装備されています。
エアクッション機構は大きな運動エネルギーを
持ったピストンがストロークエンドで停止する
際に衝撃的にあたることを防止する目的で設け
られています。したがってエアクッションはス
トロークエンド近くからピストンを低速作動さ
せるためのものではありません。
エアクッションで吸収できる荷重と速度の範囲
はグラフのエアクッション限界線内となります。

〈ショックアブソーバ付ストローク調整ユニッ
ト〉エアクッション限界線以上の荷重と速度で
使用する場合やストローク調整によりエアクッ
ションストローク外でクッションが必要なとき
に使用します。

q各ユニットの吸収能力は、装着されているシ
ョックアブソーバを全ストローク使用した場
合のものです。ストローク調整によりアブソ
ーバの有効ストロークが短くなりますと吸収
能力が、極端に小さくなりますので下図のよ
うにアジャストボルトがショックアブソーバ
より0.5mm位突き出る位置にて固定してく
ださい。

wエアクッションストローク範囲内でショック
アブソーバを使用する場合は、エアクッショ
ンニードルをほぼ全開（全閉から約1回転）に
してください。

アジャストボルト

ショックアブソーバ

0.5

エアクッションストローク 単位：mm

チューブ内径(mm)

25

32

40

クッションストローク

15

19

24

500

積載荷重  N

ストローク調整ユニット
固定ボルト締付トルク 単位：N・m

チューブ内径(mm) 締付トルク

3

5

10

ストローク調整ユニットロックプレート
固定ボルト締付トルク

チューブ内径(mm) 締付トルク

1.2

3.3

3.3

単位：N・m

ショックアブソーバ付ストローク調整ユニット
吸収エネルギー計算式 単位：N・m

水平衝突 垂直衝突
（下降）

垂直衝突
（上昇）

衝突形態
の種類

運動エネルギー
E1

推力エネルギー
E2

吸収エネルギー
E

　1
―――m・υ2
　2

F・s F・s＋m・g・s F・s－m・g・s

E1＋E2

記号説明
υ：衝突物速度(m/s)　　   　m：衝突物質量(kg)
 F：シリンダ推力(N)　　　   g：重力加速度(9.8m/s2)
 s：ショックアブソーバのストローク(m)
注）衝突物速度とは、ショックアブソーバに衝突する瞬

間の速度のことです。

s

υ m

アジャストボルト用
ロックナット ユニット固定ボルト

ロックプレート
固定ボルト

ロックプレート

ショックアブソーバ

ストローク調整ユニット

ストローク調整ユニット

25

32

40

25

32

40

υ
m

s
s

υ m

注意

ショックアブソーバの寿命および交換時期

qカタログ仕様範囲内における使用可能な作動
回数は以下を目安としてください。
200万回　RB1007、RB1412
注）寿命回数（適切な交換時期）は常温（20～25

℃）時の値です。温度条件などにより異なる
場合がありますので、上記作動回数以内でも
交換が必要になる場合があります。

チューブ内径(mm)

25

32

40

ショックアブソ－バ型式

RB1007

RB1412

RB1412

注意

クッション能力
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ハイロッドレスものさしくん ML2B Series

番号
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

部品名 備考
ニッケルめっき

クロメート

クロメート
クロメート

 クロメート

クロメート
クロメート

ガス軟窒化処理

材質
炭素鋼
炭素鋼

─
NBR

ステンレス
ステンレス

炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼

アルミニウム合金
NBR

炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼

特殊樹脂

スケール板
六角穴付ボルト
センサユニット
Oリング
ジョイントパイプ
センサホルダー
六角穴付ボルト
十字穴付皿小ねじ
ブレーキスプリング
サイドプレート
Oリング
六角穴付ボルト
ダイヤフラムナット
ブレーキホルダ
ルブリテーナ

個数
1
2
1
6
1
1
8
4
2
1
2
8
2
2
2

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

　　　部品名
シリンダチューブ
ヘッドカバー WR
ヘッドカバー WL
ピストンヨーク
ピストン
エンドカバー
ウエアリング
クッションリング
クッションニードル
ストッパ
ベルトセパレータ
ガイドローラー
平行ピン
シールベルト
ダストシールバンド
ベルトクランプ
スクレーパ
ピストンパッキン
クッションシール
チューブガスケット
軸受
スペーサ
スプリングピン
六角穴付ボルト
六角穴付ボタンボルト
六角穴付止めねじ
Oリング
両丸平行キー
六角穴付テーパプラグ
磁石
トップカバー
サイドスクレーパ
Oリング
六角穴付テーパプラグ
十字穴付トラス小ねじ
六角穴付ボルト
平行ピン
テンションプレート
サイドカバー L
サイドカバー R
Oリング
Oリング
ブレーキシュー
ブレーキ板
ダイヤフラムシェル
ダイヤフラム
ブレーキボディ
Oリング
スライドテーブル
センサボディ
コネクタガスケット
十字穴付ナベ小ねじ
ブレーキガイド
コネクタカバー
センサガイド

材質
アルミニウム合金
アルミニウム合金
アルミニウム合金
アルミニウム合金
アルミニウム合金

特殊樹脂
特殊樹脂

アルミニウム合金
炭素鋼
炭素鋼

特殊樹脂
特殊樹脂
炭素鋼

特殊樹脂
ステンレス
特殊樹脂

NBR
NBR
NBR
NBR

特殊樹脂
ステンレス

炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼
NBR

炭素鋼
炭素鋼

―
ステンレス
特殊樹脂

NBR
炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼

ステンレス
炭素鋼

アルミニウム合金
アルミニウム合金

NBR
NBR

焼結金属
ステンレス
ステンレス

NBR
アルミニウム合金

NBR
アルミニウム合金
アルミニウム合金

NBR
炭素鋼
炭素鋼
炭素鋼

焼結金属

構成部品
備考

硬質アルマイト
硬質アルマイト
硬質アルマイト

アルマイト
硬質アルマイト

アルマイト
ニッケルめっき
ニッケルめっき

クロメート
クロメート
クロメート

クロメート

クロメート
クロメート
クロメート

ニッケルめっき
硬質アルマイト
硬質アルマイト

硬質クロムめっき

硬質アルマイト

硬質アルマイト
クロメート

クロメート
ガス軟窒化処理

クロメート

個数
1
1
1
1
2
2
2
2
2
4
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
4
2
6
4
8
2
2
6
2
1
2
4
4
4
3
4
4
1
1
2
2
4
1
4
2
1
1
1
1
1
2
2
1
1

A
B
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ML2B  チューブ内径     ストローク

型式
ML2B25
ML2B32
ML2B40

JJ
28
32
36

LC
9.5
12
12

LD
5.5
6.5
8.5

PA
Rc1/8
Rc1/8
Rc1/4

KK
15
16

17.5

LL
28

30.5
37.5

OO
9

9.8
23

PP
56

62.5
77

QQ
34.5
42
51

RR
37.5
45
54

LA
11
12
14

型式
ML2B25
ML2B32
ML2B40

A
110
140
170

K
46
58
68

L
45.5
54
64

M
30.9
32.4
41.5

N
16
15
19

O
69
84

102

P
41
56
68

CC
16
19
23

BB
30
35
40

AA
106
133
164

B
220
280
340

C
206
264
322

D
42
51
59

E
138
168
204

F
93.5
107.5
130.5

G
30
37
45

H
73
88

106

I
76.5
91

110

J
40

46.5
55

DD
12
15

16.5

EE
14.5
16
22

FF
63.5
77.5
95

GG
22
27
35

HH
24
32
37

MB
M6×1

M8×1.25
M10×1.5

II
16
19
23

MA
M5×0.8
M6×1

M8×1.25

2×PA 2×PA

2×PA
（六角穴付テーパプラグ）

（六角穴付テーパプラグ） （六角穴付テーパプラグ）

クッションニードル

（六角穴付テーパプラグ） （六角穴付テーパプラグ）
2×PB2×PB

2×MB深LB

マニュアル 2×MC 深LC

QQ QQ

R
R

E

AA

P

D

4×øMD座ぐり深LD

øND通し穴
C＋ストローク

メタルコネクタ 

D

4×MA 深LA

OO

M
M

KK LL

N
N

B＋ストローク

F
F

HH

L

D
D

E
E

A
G

CC

G

L

DD
E

E
GG PA

（ブレーキ解放ポート）
PA

（ブレーキ作動ポート）

D J 
J

DJ 
J

O H

F
I

J

LL KK

2×PA
（シリンダ作動
    ポート）

9 N K M

P
P

N
N

M
M

II

MM
16

21.5
24.5

NN
22
26

37.5

LB
9.5
16
15

MC
M5×0.8
M6×1

M8×1.25

MD
9

11
14

ND
5.6
6.8
8.6

PB
Rc1/16
Rc1/16
Rc1/8

B
B

CC

1

II

延長ケーブル

CE1-R□

延長ケーブルの場合

(50)

4.5

標準形 

ML2B Series
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ショックアブソーバ 付
ML2B  チューブ内径     ストローク   L

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

h
3.5
4.5
4.5

EA
10
12
15

EB
20
25
31

EC
6.5
8.5
9.5

EY
53.5
67
81.5

FA
46.7
67.3
67.3

FB
33
43
43

FC
13
17
17

FF
6
6
6

FH
12
16
16

TA
7
12
12

TT
MAX.16.5
MAX.20
MAX.25

ML2B  チューブ内径  S    ストローク

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

スケール付

ML2B  チューブ内径  B    ストローク

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

ブレーキ付

KK
15
16
17.5

LL
28
30.5
37.5

MM
16
21.5
24.5

PA
Rc1/8
Rc1/8
Rc1/4

NN
22
26
37.5

PP
56
62.5
78.3

O
69
84
102

KK
15
16
17.5

LL
28
30.5
37.5

PA
Rc1/8
Rc1/8
Rc1/4

MM
16
21.5
24.5

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

F
76.5
91
110

H
73
88
106

J
40
46.5
55

K
46
58
68

M
13
15
19

N
16
15
19

O
18.5
19.5
21.5

F
93.5
107.5
130.5

H
73
88
106

N
16
15
19

I
76.5
91
110

J
40
46.5
55

K
46
58
68

M
30.9
32.4
41.5

2×PA
（シリンダ作動ポート）

9 N K M

O
1

H

F

M
M

J

KKLL

N
N

P
P

E
D

TT

TA FA
（アブソーバストローク）

h

EB FF
EAストローク調整ユニット

クッションニードル

ショックアブソーバ

E
Y

E
C

FH

FC

FB

NN
22
26
37.5

ED
60
74
94

2×PA
（シリンダ作動ポート）

N K M

O H

I

M
M

J

KKLL

N
N

F

1

ストローク調整ユニット
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W

W

W

サイドサポート使用の目安

品番

MY-S25A

MY-S32A

B

B

適用シリンダ
ML2B25
ML2B32
ML2B40

A
61
70
87

B
75
84
105

C

35

45

D

50

64

E

8

11.7

F

5

6

G

9.5

11

H

5.5

6.6

J

M6×1

M8×1.25

ロングストロークでのご使用の場合、自重・
負荷によってはシリンダチューブにたわみを
生じます。そのような場合、右図に示す支持
間隔＝Lがグラフ値以下になるように中間位置
をサイドサポートにて支持してご使用ください。

シリンダチューブ取付相手間の精度が出てない場合、
サイドサポートを付けることによって不具合を発生
することがありますので、取付時には、レベル調整
をお願い致します。
また、ロングストローク時において、振動・衝撃等
がかかるご使用においては、グラフ許容内において
もサイドサポートのご使用をおすすめします。

サイドサポートA
MY-S□A

サイドサポートB
MY-S□B

0

荷
重
　
W

600

500

400

300

200

支持間隔　L

1000 2000
mm

100

N

2×J

A
B

2×øG

2×øH

F E

C
D

C
D

A
B

(1800)

(1500)

(1200)(1200)

M
L2B

40
M

L2B
40

M
L2B

32
M

L2B
32

M
L2B

25

M
L2B

25

注意

サイドサポート

ML2B Series
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qオートスイッチは必ず負荷を接続してから電源に接続してください。

w取扱いの際、落下・打撃等による過大な衝撃力が加わらないようにご

注意ください。

eオートスイッチシリンダを2本以上平行に近づけてご使用の場合には、

下図のようにシリンダチューブの間隔をそれぞれ40mm以上離してくだ
さい。

rリード線に繰り返して曲げや引っ張りの力が加わるような配線は避け
てください。

t水、およびクーラント液等が常時ふりかかるような場所でのご使用の

際には、当社にご連絡ください。

y磁気の多量に発生している場所でのご使用は避けてください。

オートスイッチ取扱い上のご注意

注）オートスイッチ取付ビスを締付ける際には、
握り径5～6mm程度の時計ドライバを使用し
てください。
また締付トルクは0.05～0.1N・m程度として
ください。目安として締付感が出た位置から
90°回転させた程度となります。

オートスイッチ取付ビス
　M2.5×4L

（オートスイッチに付属）

25
32
40

91
102.5
126.5

131.5
180
206

(mm)

AB

（mm）

オートスイッチ型式

D-Z7□、Z80
D-Y59□、Y69□
D-Y7P、Y7PV

D-Y7□W
D-Y7□WVチューブ

内径（mm）

オート
スイッチ

型式

A B

※応差を含めた目安であり、保証するものではありません。
（ばらつき±30％程度）
周囲の環境により大きく変化する場合があります。

チューブ内径
25
8.5

6

32
11.5

9

40
11.5

10
D-Y59□、Y69□
D-Y7P、Y7PV

D-Y7□W、Y7□WV

D-Z7□、Z80

40mm以上

オートスイッチ適正取付位置（ストロークエンド検出時） 動作範囲

オートスイッチを固定する場合にはシリンダのオートスイッチ取付溝に差
し込み、取付位置設定後マイナス時計ドライバを用い、付属のオートスイ
ッチ取付ビスを締めてください。

オートスイッチの固定方法

注）実際の設定においては、オートスイッチの作動状態を確認の上、
調整願います。

ML2B Series

オートスイッチ取付
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